
II. スポーツによる身体別外傷
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1. 打撲と創傷

ラグビー、サッカーやハンドボールなどのコンタクトスポーツでは、打撲や創傷を受けるこ

とは日常茶飯事であります。最近ではママさんサッカーで手足をあざだらけにして来院される

方もあり、これには驚かされます。

打撲とは外からの直接の外力が身体の一部に加わり皮膚には創が

ないが、皮下組織、皮下脂肪や筋肉などの組織の出血や浮腫を伴う

状態を言います。当然、大きな外力が加われば痛みも強くなり数日

後には皮下出血となり皮膚の色が変わってきます。場合により瘢痕

を形成し皮膚が固くなることがあります。これは外傷後の硬結で消

失するには少し時間がかかります。

スポーツの現場では打撲により痛みが来た場合には、安静を保ち

氷水やコールドスプレーで患部を冷やします。これは、局所の皮膚

温が低下することで痛みが和らぎ、毛細血管が収縮するため出血や

腫れが最小限になるのです。また、布やテーピングテープで患部を

圧迫し心臓より高い位置に置くと静脈還流を促進し腫れを押さえる

ことができます。一方、創傷とは皮膚や粘膜にきずができ出血している状態で痛みが数時間続

くことがあります。出血がある場合には、ガーゼによる圧迫止血か、その近位部をゴム、タオ

ルや包帯で強く縛れば止血できます。しかし、1時間以上止めたままでいると組織に悪い影響

を及ぼすため注意が必要です。時折、脱脂綿を使い圧迫止血して来院されるケースがあります

が、消毒の際、綿の繊維が傷口に残り厄介ですのでガーゼ等を使われた方がよいと思います。

また、スポーツの現場で創が土や泥で汚れている場合には、当然、水道水で充分に洗い止血し、

程度が強ければ医療機関を受診した方が望ましいと思います。

打撲や創傷はスポーツ現場ではよく遭遇する外傷で、程度が軽い場合には特に問題はありま

せんが、ひどい場合にきちんと処置を行わないと結果的にスポーツ復帰を遅らせてしまいます。

たかが「打ち身」、「ちょっとしたきず」とばかにしないで、きちんと手当てを受けることが

重要だと考えます。

2. 肉ばなれ

スポーツをやっている方なら誰でも一度は肉ばなれの経験があるのではないでしょうか。肉

ばなれは、自己の筋肉、筋膜などが急に伸ばされ、その筋が断裂してしまうために起こります。

損傷部は痛みが強く歩行が困難となる場合が多く、出血が生じ腫れを伴うことがほとんどです。

また、出血の部分は日が経つにつれて赤黒くやがて黄色になり吸収され治ゆしていきます。




